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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スリッタにおいて巻取軸に巻き取られた巻取ロールを押さえるタッチローラを取り付け
た一対の回動可能な支持アームを支軸に取り付ける取付け装置において、支軸と支軸に嵌
着するボスとボスに回動自在に嵌合する支持アームとボスに嵌着するカラーとから構成さ
れ、前記支軸は、軸の一部に二面取り形状の扁平部を設け、前記ボスは、大径部と小径部
を外周に連設する筒状体であって、筒状体の外周に前記扁平部を通過可能な開口部を備え
るとともに、大径部には小径部方向に１箇のピンを突設し、前記支持アームは、板状体で
あって、その端部にはボスの小径部に嵌合する貫通孔を設け、貫通孔の外周に前記扁平部
を通過可能な開口部を備えるとともに貫通孔の周辺に前記ピンを遊嵌して支持アームを回
動自在とする長孔を備え、前記カラーは、ボスの小径部に嵌合する貫通孔を有するととも
に貫通孔の外周に前記扁平部を通過可能な開口部を備え、ていることを特徴とするタッチ
ローラ支持アームの取付け装置。
【請求項２】
　前記支軸の端部には回動杆が付設され、回動杆の自由端部は駆動シリンダに連結されて
なることを特徴とする請求項１のタッチローラ支持アームの取付け装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、スリッタにおいて巻取軸に巻き取られた巻取ロールを押さえるタッチローラを
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取り付けた一対の回動可能な支持アームを支軸に取り付ける取付け装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
スリッタは、紙やプラスチックフィルム等の広幅ウエブを縦にスリットして、スリットさ
れた細幅ウエブを巻取軸に巻き取り巻取ロールとして取り出す装置である。図７および図
８に、タッチローラ１１を備えたスリッタ１０１の概略図を示している。すなわち、プラ
スチックフィルムからなる広幅ウエブ１０２の供給ローラ１０３と、広幅ウエブ１０２を
縦方向にスリットするカッタ１０４と、カッタ１０４でスリットされた細幅ウエブ１０５
を巻き取るための上段および下段の巻取ローラ１０６とからなる。広幅ウエブ１０２およ
び細幅ウエブ１０５はこれらの各部材および複数のガイドローラを通る。このスリッタ１
０１においては、カッタ１０４は広幅ウエブ１０２を４つの等しい幅の細幅ウエブ１０５
にスリットする。スリットされた細幅ウエブ１０５はガイドローラ１０７で上下段に分け
られ、それぞれ間隔をあけて２つずつ巻取ロール１６に巻き取られる。このように上下段
に振り分けて間隔をあけて巻取る構成は、巻取ロール１６の端部同士が干渉しないで巻き
取られるために従来から行われている。
【０００３】
このとき、巻取ロール１６の層間に空気が巻き込まれるのを防止し、且つ適切な巻き上が
り硬度となるようにするために巻取り中に巻取ロール１６にタッチローラ１１を接触させ
て巻取るようにしている。タッチローラ１１は自身の重量あるいは荷重の調整により巻取
ロール１６に接触圧を与えるようにしており、巻取ロール１６の幅方向を均一に押さえる
ことができるようにタッチローラ１１の幅は巻取ロール１６の幅よりも少しだけ長いもの
が使用されている。したがって、タッチローラ１１は製品が異なるごとにその製品幅に対
応したものに交換されて使用されるのが普通である。
【０００４】
タッチローラ１１は、支軸を中心に回動する支持アームの先端にタッチローラ１１の両端
に設けられた回転軸を介して取り付けられた構成からなるものが多く、前記支持アームが
機枠あるいは回転軸にとりつけられるのが普通である。
その具体的な方法としては、例えば、図９に示すように、支持アーム１２が特定の基台１
０８に設置され、基台１０８が機枠１０９に設けられたガイドレール１１０に沿って移動
可能としたものなども使用されているが、部品点数が多くコスト高となるうえに、着脱作
業が煩雑でタッチローラ１１の幅や数の変動に対して対応が困難であった。
【０００５】
また、上記のような煩雑さを解決する部品点数の少ない装置として、図１０に示すように
、支持アーム１２の端部に設けられた透孔１１１を回転支軸１１２に嵌合して押しねじ１
１３で止めて固定する方法が一般的であるが、この方法では、タッチローラ１１の幅に対
応して支持アーム１２を軸方向へ移動することは容易であるが、必要とするタッチローラ
１１の数により支持アーム１２を着脱させる必要がある度に回転支軸１１２を取り外さな
ければならず、煩雑で時間を要し、スリッタの稼動率を低下させる要因となっていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記事情に鑑み、タッチローラを取り付けた支持アームを支軸に着脱容易で、
かつ支軸の軸方向にも容易に移動可能でタッチローラの数および幅の変更に対して迅速に
対応可能なタッチローラ支持アームの取付け装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決する手段として、スリッタにおいて巻取軸に巻き取られた巻取
ロールを押さえるタッチローラを取り付けた一対の回動可能な支持アームを支軸に取り付
ける取付け装置において、支軸と支軸に嵌着するボスとボスに回動自在に嵌合する支持ア
ームとボスに嵌着するカラーとから構成され、
前記支軸は、軸の一部に二面取り形状の扁平部を設け、前記ボスは、大径部と小径部を外
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周に連設する筒状体であって、筒状体の外周に前記扁平部を通過可能な開口部を備えると
ともに、大径部には小径部方向に１箇のピンを突設し、前記支持アームは、板状体であっ
て、その端部にはボスの小径部に嵌合する貫通孔を設け、貫通孔の外周に前記扁平部を通
過可能な開口部を備えるとともに貫通孔の周辺に前記ピンを遊嵌して支持アームを回動自
在とする長孔を備え、前記カラーは、ボスの小径部に嵌合する貫通孔を有するとともに貫
通孔の外周に前記扁平部を通過可能な開口部を備えていることを特徴とするタッチローラ
支持アームの取付け装置を提供して、上記課題を解消する。
また、支軸の端部には回動杆が付設され、回動杆の自由端部は駆動シリンダに連結するこ
とができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例について図面を参照して詳細に説明する。
図１において、（イ）は本発明のタッチローラ支持アームの取付け装置１０の平面断面図
であり、（ロ）は側面図で、タッチローラ１１が取り付けられた支持アーム１２が支軸１
３に取付けられている状態を示している。タッチローラ１１は回転軸１４の両端に軸受１
５を有し回転軸１４を中心として軸受１５によって回転するローラであって、巻取ロール
１６に上方から自重により当接して巻取ロール１６の回転によって回転するようになって
いる。タッチローラ１１は、回転軸１４を介して一対の支持アーム１２の先端部１７に取
り付けられている。
【０００９】
上記支持アーム１２は、板状体からなり、その先端部１７にはタッチローラ１１の回転軸
１４の端部内側に設けられた二面取り形状の扁平部１９が嵌合可能な平行な平面を有する
凹溝２０が設けられ、この凹溝２０にタッチローラ１１の扁平部１９を嵌合し、ねじ２１
で固定してタッチローラ１１を取り付けている。
【００１０】
支持アーム１２の基端部１８は、取付け装置を介して支軸１３に取付けられており、支軸
１３を中心として先端部１７が回動可能となっている。そして、タッチローラ１１は回動
する支持アーム１２に支持されて自重で巻取ロール１６に上方から当接し、巻取ロール１
６の巻太りにつれて支持アーム１２とともに上方に回動することにより常に一定の自重に
よる負荷で巻取ロール１６を押圧している。タッチローラ１１の幅は、巻取ロール１６の
幅方向を均一に押さえることができるように巻取ロール１６の幅よりも少しだけ長いもの
が使用されている。したがって、タッチローラ１１は製品が異なるごとにその製品幅に対
応したものに交換されて使用されるのが好ましい。
【００１１】
本発明のタッチローラ支持アームの取付け装置１０は、支軸１３と支軸１３に嵌着するボ
ス２２とボス２２に回動自在に嵌合する支持アーム１２とボス２２に嵌着するカラー２３
とから構成されるが、その詳細を図２、図３、図４、図５に基づいてさらに詳細に説明す
る。
図２は、タッチローラ支持アーム１２が取付けられた支軸１３の概略を示す説明図であっ
て、スリッタにおける上段の巻取ロール１６を押圧する２個のタッチローラ１１が取付け
られた支軸１３の状態を示している。点線は下段の支軸１３に設けられたタッチローラ１
１を示している。支軸１３は、断面が円形の軸であって、中間部に間隔をあけて２個のタ
ッチローラ１１を支持し、両端部がフレーム２４に回動可能に支持されている。支軸１３
の図上の左端内側には、二面取り形状の扁平部２５が設けられており、扁平部２５は一対
の平面が一定幅で平行になるように形成されている。また、支軸１３の表面の軸方向に沿
って１条のキー溝２６が切設されている。
さらに、支軸１３の図上の右端部には回動杆２７が付設され、回動杆２７の自由端部は駆
動シリンダ２８に連結され、駆動シリンダ２８の作動により支軸１３は軸を中心として回
動可能となっている。（図６参照）
【００１２】
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図３はボス２２の斜視図であって、ボス２２は大径部２９と小径部３０が外周に連設され
た筒状体３１から形成されている。筒状体３１の内径は上記支軸１３に嵌合可能であって
、筒状体３１の外周には、大径部２９から小径部３０へ連続して平行な平面を有する開口
部３２が設けられている。この開口部３２は前記支軸１３に設けられた扁平部２５を通過
可能としてあり、ボス２２はその開口部３２を支軸１３の扁平部２５を通過させ、ついで
ボス２２を支軸１３の軸方向へ移動させて筒状体３１を支軸１３へ嵌合することができる
。また、筒状体３１の内周には軸方向に沿って１条のキー溝４２が設けられている。この
キー溝４２と支軸１３に設けられたキー溝２６とにキーを嵌入して周方向への相対移動を
固定することができる。また、ボス２２に設けられたキー溝４２から外周へ貫通して蝶ね
じ３３が設けられ、蝶ねじ３３でキーを押し付けてボス２２を支軸１３の軸方向の任意の
位置に固定することができるようにしている。
さらに、大径部２９において小径部３０方向に向かう側面に、１箇のピン３４を突設して
あり後述する支持アーム１２に設けられた長孔３５に遊嵌して、長孔３５で制約される範
囲で支持アーム１２が回動自在にしている。ピン３４が設けられる位置は、前記開口部３
２の中心の対向位置であって、長孔３５に対応して遊嵌可能な位置に配置される。
【００１３】
図４は支持アーム１２の基端部１８の斜視図であって、板状の支持アーム１２の端部にお
いて前記ボス２２の大径部２９に重ね合わせ可能な外径を有する広幅部３６を備え、その
広幅部３６の中央にはボス２２の小径部３０に嵌合可能な貫通孔３７を設け、貫通孔３７
から支持アーム１２端部方向に向けて前記支軸１３に設けられた扁平部２５を通過可能な
平行な平面を有する開口部３８が設けられている。そして、前記貫通孔３７の内周よりや
や離間した位置であって、内周と同心円上に延長する長孔３５が設けられている。長孔３
５は、前記ボス２２に設けられたピン３４が遊嵌可能な幅であって、かつ長さは、前記開
口部３８の対向位置から同心円上の周回長の１／８以上１／４以下の範囲が好ましい。し
かし、長孔３５の長さはこれに限定されるものではなく、巻取ロール１６が巻始めから巻
終わりまでにタッチローラ１１に連動して回動する支持アーム１２の角度の範囲により設
定されるものである。
【００１４】
図５はカラー２３の斜視図であって、前記ボス２２の大径部２９に重ね合わせ可能な外径
を有し、ボス２２の小径部３０に嵌合する貫通孔３９を有するとともに貫通孔３９の外周
に前記支軸１３に設けられた扁平部２５を通過可能な平行な平面を有する開口部４０を備
えている。さらに外周の２箇所に径方向に貫通する固定ねじ４１が設けられ、嵌合したボ
ス２２の小径部３０に固定ねじ４１で固定することができる。固定ねじ４１の数はこれに
限定されるものではない。
【００１５】
つぎに、作用を説明する。
まず、ボス２２の小径部３０に支持アーム１２の貫通孔３７を嵌合するとともにボス２２
の大径部２９に突設されたピン３４が支持アーム１２に設けられた長孔３５に遊嵌される
ように嵌合する。ついで、支持アーム１２に重ねるようにしてボス２２の小径部３０にカ
ラー２３の貫通孔３９を嵌合させ、固定ねじ４１でカラー２３をボス２２の小径部３０に
嵌着し固定する。このとき、ボス２２と支持アーム１２とカラー２３の開口部３２、３８
、４０を重ね合わせることにより支軸１３に設けられた扁平部２５を通過させ、ついでボ
ス２２を支軸１３方向に移動させてボス２２を支軸１３に嵌合する。ついで、支軸１３に
設けられたキー溝２６とボス２２に設けられたキー溝４２を合わせてキーを嵌入し、ボス
２２と支軸１３との周方向の相対移動を固定させる。つぎに、支持アーム１２を嵌合した
ボス２２を軸方向へ移動させ、所定位置において蝶ねじ３３により軸方向の位置を固定す
る。
【００１６】
このように構成することにより、所定幅のタッチローラ１１を支持する支持アーム１２を
支軸１３の軸方向の所定の位置に固定することが可能であるとともに、巻取ロール１６の
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巻始めから巻終わりまでの間に巻取ロール１６に当接するタッチローラ１１が移動する範
囲を支持アーム１２は、支持アーム１２に設けられた長孔３５がボス２２に設けられたピ
ン３４によって制約される範囲において回動可能としている。
【００１７】
支軸１３の端部には回動杆２７が付設され、回動杆２７の自由端部は駆動シリンダ２８に
連結されて駆動シリンダ２８の作動により支軸１３が軸を中心に回動可能となっている。
巻取ロール１６が巻終わると回動杆２７の作動により、支軸１３を回動させて支持アーム
１２の先端部１７を巻取ロール１６から離反させ、タッチローラ１１が巻取ロール１６の
搬出の妨げにならないようにしている。
【００１８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、タッチローラ支持アームを支軸に着脱容易で、かつ任意
の位置に設定可能であり、部品点数の少なく低廉なタッチローラ支持アームの取付け装置
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るタッチローラ支持アームの取付け装置であって、（イ）は平面断面
図、（ロ）は側面図である。
【図２】図１の支軸の概略を説明する説明図である。
【図３】図１のボスの概略を説明する説明図である。
【図４】図１の支持アームの端部の概略を説明する説明図である。
【図５】図１のカラーの概略を説明する説明図である。
【図６】図２の支軸の回動動作を説明する説明図である。
【図７】スリッタの概略を示す説明図である。
【図８】図７に係るタッチローラの状態を示す説明図である。
【図９】従来のタッチローラ支持アームの取付け状態を説明する説明図である。
【図１０】従来の他のタッチローラ支持アームの取付け状態を説明する説明図である。
【符号の説明】
１０　タッチローラ支持アームの取付け装置
１１　タッチローラ
１２　支持アーム
１３　支軸
１６　巻取ロール
１７（支持アーム）先端部
１８（支持アーム）基端部
１９（タッチローラ）扁平部
２０　凹溝
２２　ボス
２３　カラー
２５（支軸）扁平部
２６（支軸）キー溝
２７　回動杆
２９　大径部
３０　小径部
３１　筒状体
３２（ボス）開口部
３３　蝶ねじ
３４　ピン
３５　長孔
３６（支持アーム）広幅部
３７（支持アーム）貫通孔
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３８（支持アーム）開口部
３９（カラー）貫通孔
４０（カラー）開口部
４１　固定ねじ
４２（ボス）キー溝

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】



(8) JP 4332871 B2 2009.9.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－３１６２８１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０７７３１４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－３１６２８０（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－０１２５６１（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６１－２０３０３７（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６０－１９５８５１（ＪＰ，Ｕ）
              実開平０４－０６３２５４（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F16C  13/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

